
花きの県別生産出荷概況（３月見通し）
品 作付面積ha

目 （前年比） 全出荷量 京浜地域 上 中 下

JA山形おきたま
山形県 9.6 385 193 JA鶴岡

(95%) (90%) (90%) JAそでうら 30 35 35

笠間市

茨城県 8 250 200

(100%) 25 40 35

佐久
長野県 1,750 845 伊那

(105%) (105%) 諏訪 30 35 35

松本

秋田やまもと

秋田県 0.79 375 150 うご

(100%) 30 40 40

つくば市

茨城県 5 720 600 取手市

(100%) つくばみらい市 30 40 30

利根町　他

フ
リ
ー

ジ
ア

アラジン
エレガンス

アラジン
ブルームン
アヌーク
エレガンス　他

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア

アバランジェ
エベレスト
ピンクサプライズ
プリマドンナ
レベッカ、レモン　他

セナ・アモール・マンゴ・レベッカ・プリマ
ドンナ・プッチーニ・ドリームランド・ツアリ
ナ・サクラメント・ロッシーニ・バージニ
ア・オルガ・フィネッセ・アルーラ・ダイナ
スティ・オレンジクイーン・テイエスト・フエ
ゴ　他

レベッカ
ミクチャ
オルガ・レモン　他

県名 主な品種
３月出荷見込み 千本

主産地
３月のピーク
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品

目

東日本板橋花き

東京フラワーポート

世田谷花き

愛知、長野、茨城が数量が増加し、各色潤沢な入荷となった。小売り需要が弱
く、相場は低調となった。

大田花き
３月に入り、愛知、長野、茨城、山形は増加する見込み。彼岸に向けて相場は
徐々に上がってくる見込み。各等級潤沢な入荷傾向。　800,000本　　＠85

ＦＡＪ
需要期に入り、徐々に入荷量も増加する。
販売単価も上がり、活発な取引となる。

各産地入荷あり、需要があり、引き合い強い。

フ
リ
ー

ジ
ア

うご：灯油高のため、暖房を入れるタイミング、温度の調整をし
ている。また、加温する棟数も昨年より減らしている。そのため、
出荷時期は昨年より遅れ、今のところ３月４日頃になりそう。
球根のウイルス等も少なく、品質は良好。

・やや遅れ気味の出荷予定で、出荷量は概ね平年並みの見込
み。

大田花き

業務・ブライダル需要中心の流れ、入荷状況によるが、品種による単価差は出
るが概ね例年並みの流れ。　＠95

燃油高騰の続く中彼岸に向けた温度管理を徹底中。 徐々に価格は回復。年度末引き合いが強くなる。

各物日に向けて引き合い強め、増量見込み。

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア

・１１月中旬以降の低温・日照不足の影響により、例年どおり加
温しているものの生育がやや遅れており、２月の出荷量は前年
の９０％程度と見込まれる。
・病害虫の発生は少なく、切り花品質は良好である。

・夏場の高温の影響により、開花ピークがずれてしまい、３月彼
岸に集中出荷するのは厳しい見込み。

第一花き

作柄及び概況 販売における現状と今後の見通し

第一花き
彼岸需要中心の流れ、入荷バランスによるが品種・品質差の単価差はでる。
＠44

白系中心に生育遅れが目立ち、潤沢な入荷となった。また年末需要に遅れた
産地の入荷も潤沢にあり全体として低調な販売で推移。２月下旬には節句需
要での引き合いが見られた。

茨城県産に関しては彼岸期まで潤沢な入荷となりそれ以降は徐々に減少傾
向。埼玉産は八重系中心の入荷となる見込み。山形県産は中旬から下旬頃出
荷開始となる見込み。彼岸需要・送別需要中心。　　780,000本　　＠35

ＦＡＪ
需要期に入り、取引徐々に活発になる見込み。
入荷量は増える予想だが、劇的な増加はない見込み。

見通し

現　状

見通し

現　状
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